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　本学図書館では親鸞聖人７５０回御遠忌記念
事業の一環として２０１１年１１月末日に古典籍
データベース試行版を公開した。ここでいう
古典籍とは、本学が所蔵する真宗学関係（宗
大・宗小）、仏教学関係（余大・余小）、その
他の分野（外大・外小）に分類される主とし
て江戸期から明治初年にかけて編纂された糸
で綴じられた本（一部折り本等を含む）の総
称である。
計画の端緒
　本学では約３万部１４万冊の古典籍を所藏し
ているが、この目録は収藏順に『大谷大学図
書館和漢書分類目録』第一（大正１４年）、第二
（昭和７年）、第三（昭和４０年）に収録されて
いるほか、楠丘文庫目録、・林山文庫目録な
ど御寄贈いただいたそれぞれの目録に別れて
収載され一括して検索することができず、洋
装本が遡及入力によりコンピュータで一括し
て検索できるようになったのに比してまこと
に不便であった。
　これら古典籍資料は本学の前身である高倉
学寮時代の資料をも受け継ぎ本学図書館の基
幹をなす資料であり、未だに利用者も少なく
ない。その内幾分かは活字化されているとは
云うものの、日本国内においても本学しか所
蔵していないものも多く、本学図書館の一大
特色をなす資料群であるといっても過言では
ない。その意味でこれらの資料を横断的に検
索できるシステムの構築は多年の懸案でもあ
り、２００１年現在の図書館建築当時の「図書館
所藏貴重書書誌データベース」構築という目
標の実現に向けた取り組みでもあった。
具体的作業
　この取り組みは、真宗総合研究所のデジタ
ル・アーカイブ資料室の「古典籍データベー
ス」事業として採択され、図書館、情報コア
部門の協力を得て進める、研究事業として推
進されることとなった。
　具体的な検討を開始したのは２００９年度から
であった。データベースとして入力する項目
の検討から開始した。データの基本となる資
料名は内題を原則とし、そのほか外題・目録
題・序題・尾題・版心題等も採用したほか、
本館既刊の書冊目録記載の名称等も参照する
こととした。カナ読みのほか外国人の使用も
考慮しローマ字表記も添えた。そのほかの項
目としては著者情報、書式情報、刊行に関す
る情報、その他書誌情報など１００項目にも及
ぶこととなった。加えて今回のデータベース
作成の特色としては、入力項目の詳細なるこ
とと同時にキーワード、解説を付与したこと
を挙げることができる。単に書名・著者名な
どを記したデータベースが多いように見うけ
られるが、その資料に関する解説を加えたこ
とは大きな特色であると言えよう。
　公開のためのソフトの使用については項目
数や表示条件の理由から自己開発のソフトを
使用することとした。このソフト開発に関し
ては、入力フォーマットの開発と共に本学教
育研究支援課情報コア職員が担当した。
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　当初古典籍データと通常図書データとを同
列にして検索することも検討したが、システ
ム上の問題が大きく、通常図書のOPACとは
別個に検索システムを構築することとした。
　このデータベース作成に先立って作業用と
して二つのシステムの構築を行った。一つは
著者典拠項目システムである。入力の省力化
と入力担当者による記入事項の精粗を避ける
ため既刊人名辞典類を参照し、８８５０項目に及
ぶ人名典拠ファイルを作成した。二つ目は分
類項目システムである。現在本学では図書分
類に日本図書館協会の『日本十進分類法』を
用いているが、補助ツールとして『第三和漢
書分類目録』を基礎とした十門分類を採用し
ている。この第三目録と第一・第二目録は分
類がやや異なっている。このため対照コード
表を作成し、文字表記の対照表も作成した。
　これらの検討と平行して具体的なデータ入
力作業を開始した。当面本学の最も特色的資
料群である真宗学関係資料（宗大と区分され
るもの）から着手した。
　入力は図書館での自館入力のほか、図書館
情報の入力に実績をもつ埼玉福祉会図書整理
事業部の協力を得た。
　これらの作業の結果、現在まで入力が完了
した２,４００件のデータを基礎に試行版として
公開することとしたのである。大学のホーム
ページ→図書館→図書館古典籍データベース
（試行版）と選んでいただければ検索画面が
開くように設定されている。検索は典籍名称
関連情報、著作者関連情報、すべての登録情
報の三種から選択できるよう工夫されている。
今後の方向性
　今後の方向としては作成したデータは漸次
追加してゆく予定であるが、そのこととは別
に課題も多く抱えている。まず第一に、入力
速度を上げることが挙げられる。そのために
は高度な能力を持つ職員の養成と人数の確保
が必要である。
　第二にはデジタル・アーカイブとしての画
像情報の提示が挙げられる。刊行時期が早い
もの、各種の版を持つもの、本学のみが所藏
しているもの、学寮関係など本学の特色とす
るもののほか、挿絵があり興味をひくもの等
が考えられるが、これに際しても表紙・奥付
等に限定するのか、全冊のデータを提示する
のか等の検討が必要になろう。その為には本
データベースの目的は何であるのかの再確認
が必要となるであろう。
　第三には真宗学関係資料の入力を早期に終
え、仏教学関係、その他分野の資料に入力範
囲を拡大してゆくことが必要であるが、その
為には今後も多大なる労力と時間を必要とす
ることは間違いない。
　第四には２００１年に響流館が竣工した際、博
物館が開設され従来の図書館貴重書指定して
いた資料の大半は博物館に移管されたのであ
るが、これら貴重資料の基礎データを公開す
ることが出来れば本学として社会的責務を果
たしたと言えよう。ただしこのことは博物館
の方針等もあり今後の大きな検討課題である。
　以上のように、本学の基幹的資料の一つで
ある古典籍資料のデータベース化作業は、そ
の端緒についたばかりであるが、学問分野に
大きく寄与できるものであると信じている。
どうかその成長を温かく見守っていただきた
い。
（図書・博物館課　稲垣淳造）
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